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データサイエンスで地域課題解決
～金沢マラソン2022 アンケート（フリーアンサー）分析～



■金沢マラソンのデータ分析に対するKITの参画

【KITのデータ活用促進に対するスタンス】

・学生に対するデータ活用による課題解決プログラムの提供
・データサイエンスの民主化への寄与
・地域の企業や団体におけるデータ活用推進
・データを活用した地方創生に資するオープンイノベーションの推進



私たちが活用しているツールの一部
IBM Watson Explorer Content Analytics



IBM Watson Explorer Content Analyticsの特長

構造化データ＋非構造化データ



非構造化データ（自然言語）を
構文解析し構造化データ化

フリーアンサーを構文解析した結果と構造化データの相関を取ることができる！



今年度の分析のテーマ

「健康」



マラソンを始めたきっかけと
しては、健康増進・ダイ
エットということが最も多い
が・・・



残念ながら「健康」に関するコメントが少ない

全体でも25件
その他、「体力」・・等の関
連する用語も検索するも
いずれも件数が少ない。

きっかけは「健康」であるものの、金沢マラソンの中だけで、
ランナー自身の健康をイメージできる要素は少ないことが確認できる。



今年度の分析のテーマ

「VoC分析の経年変化」



VoC（Voice Of Customer）



過去の全データに対するVoC



コロナ禍の中で開催した2021年の大会で絞り込む



感謝を表すコメントの相関値が高い（1.0以上で意味がある）

件数としては不満を表すコメントが多いが、アンケート全体と2021年で絞り込んだ結果の相関を
とると、2021年度は「感謝のコメントが多い」という意味があるといえる。



初開催の2015年の大会で絞り込む



不満・要望・疑問を表すコメントの相関値が高い



相関の値がすべて1以
下となっている。
満足でもなく不満でも
なく要望もとくに・・・

では、2022年度は？



ネガティブなコメントとの相関が高い年度



ポジティブなコメントとの相関が高い年度



VoCの観点からまとめると・・・

ポイント①
初年次の大会から改善を繰り返したことにより、2018年にはランナーが満
足や感謝のコメントを数多く寄せる最高の大会へと昇り詰めることができた。

ポイント②
2019年の大会はランナーにとって高い満足度を提供しているものの、コメン
トの側面からは特徴量が抽出できず。ピーク後のリアクション。

ポイント③
2021年の大会はコロナ禍の中で開催されたこともあり、再びランナーが満
足や感謝のコメントを数多く寄せる最高の大会に。

ポイント④
2022年の大会は再びコメントの側面からは特徴量が抽出できず。2019
年同様ピーク後のリアクション。



2022年度の詳細を深掘りすると・・・

大変満足とした方々がどのような名詞を活用しているか？（相関）

「ゲスト」の存在が満足度に高い影響を与えており、施策が機能していることが確認できる。
一方満足度に繋がる要素の基軸は、従来通り応援・対応、沿道等「人」にまつわる要素



不満とした方々がどのような名詞を活用しているか？（相関）

2022年度の詳細を深掘りすると・・・

エイドで提供される食に関連す項目が、不満足度に高い影響を与えている。
しかし件数は少なく大きな要因ではない。



2022年度の詳細を深掘りすると・・・

「名詞」と「動詞」の相関の高い組み合わせ

応援・対応、沿道等「人」にまつわる要素が金沢マラソンの高い満足度を実現しているのは

「声掛け」



2022年度の詳細を深掘りすると・・・

「名詞」と「動詞」の相関の高い組み合わせ

コロナに対する対策についてもランナーからの安心感を得られている



2022年度の詳細を深掘りすると・・・

「名詞」と「動詞」の相関の高い組み合わせ

エイドにおけるカレーの提供が、コメントに影響を与えている・・・



2022年度の詳細を深掘りすると・・・

「名詞」と「形容詞」の相関の高い組み合わせ



今後の金沢マラソンについて

金沢マラソンは、2018年度に高い満足度を安定して
打ち出す運営体制が確立されていると思われる。

一方で、高い満足度を打ち出している翌年の2019
年・2022年は、ネガティブ・ポジティブ両面のコメントと
の相関を取ることができなかった。
ただし、2022年度も沿道応援、スタッフ等の人に加え、
ゲストやコロナ対策など新しい施策が利いている。

ベースとなる満足度の指標や申込者数を継続的にとら
えると共に、新しい変化を加えるタイミングを計っていく
ことが必要になると考えられる。

この状況はどこまで持続するのか？施策は機
能するもすぐに消費される可能性がある。
また、今の状態が金沢マラソンが目指すある
べき姿なのか？



金沢マラソンが高い満足度を維持できている間に
金沢マラソンの新しいビジョンを！


